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水難救助用車両の更新について 

 

事業概要 

 本市では消防署に配備する水難救助用車両１台を令和元年度事業

により更新配備しました。 

 現行車両は、平成４年式の消防団積載車を払い下げの後に整備・ぎ

装したもので、経年劣化による傷みが激しく更新が待ち望まれていた

ものです。 

この度、更新車両として整備した車両につきましては、多目的に災

害対応できるようマイクロバス型を導入し、車名も水難救助支援車と

しています。また、現行車の収納不足の大幅な改善に加え、出動途上

から潜水隊員が車内乗車することにより事前準備等の迅速な対応が

可能となるなど、初動体制の充実強化が図られた仕様となっています。 

 

配置場所 阿南市辰己町１番地３３ 阿南市消防署 

物 品 名 水難救助支援車  

いすゞ ジャーニー（標準ボディ） 

 契約業者 徳島市かちどき橋１丁目３３番地１ 

      徳島防災株式会社 代表取締役 鶴田勝重 

事 業 費 約 950 万円 

運用開始 令和２年３月下旬 

 

 

 

 



消防ポンプ自動車の更新について 

 

事業概要 

 本市では消防署南出張所に配備する消防ポンプ自動車１台を令和

元年度事業により更新配備します。 

 平成７年に購入配備した現行車が長きに渡る使用で劣化したこと

から、最新鋭の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を導入するもので、

迫る大規模地震への備えはもちろんですが、管内に石油コンビナート

施設を有する他、高速道路網の整備計画もある南地域の更なる安全・

安心な街づくりを推進するものです。 

今回整備する車両はハイルーフ仕様で、隊員の居住性や収納力を確

保するうえ消防専用３トン級シャーシに６００ℓ水槽を積載しており、

放水量毎分２,０００ℓのポンプを装備しています。また、地域特性を

考慮した四輪駆動方式の採用により、狭隘地域や山間部への進入に威

力を発揮するなど、各種災害対応への充実強化が図られた仕様となっ

ています。 

 

配置場所 阿南市橘町大浦９番地１ 阿南市消防署南出張所 

物 品 名 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型） 

 契約業者 徳島市津田浜之町５番５号 

      株式会社藤島 徳島営業所 取締役所長 藤島晴三 

事 業 費 約 3,350 万円 

運用開始 令和２年４月上旬 

 

 

問い合わせは 消防総務課（☎２２－３７９８）へ 


